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「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
今
日
も
新
鮮

な
野
菜
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
」
と
、

栄
町
商
店
街
に
威
勢
の
よ
い
声
が
響
き

渡
る
―
。
そ
こ
に
は
「
ぶ
・
ら
ぶ
・
ら

市
」
が
あ
り
ま
す
。

　

「
ぶ
・
ら
ぶ
・
ら
市
」
は
、
農
産
物
販

売
を
通
じ
て
、
農
家
・
学
生
・
地
域
住

民
の
交
流
を
深
め
、
地
産
地
消
の
促
進

を
目
指
す
ユ
ニ
ー
ク
な
直
売
所
で
す
。

市
内
や
周
辺
の
新
規
就
農
者
５
人
と
学

生　

人
で
組
織
す
る
「
ぶ
・
ら
ぶ
・
ら

１３
の
会
」
が
運
営
。
毎
週
月
・
水
曜
日
の

午
後
４
時　

分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

３０

そ
の
日
の
朝
に
地
元
で
収
穫
し
た
旬
の

野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

店
内
に
は
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
を
中
心
に
、
季
節
の
農
作
物

が
並
び
、
市
内
の
農
村
生
活
交
流
グ
ル

ー
プ
が
生
産
す
る
紅
茶
、
か
き
も
ち
、

テ
ン
ペ
な
ど
の
加
工
品
も
あ
り
ま
す
。

消
費
者
か
ら
は
「
生
産
者
が
直
接
売
っ

て
い
る
の
で
安
心
で
き
る
」
と
い
う
声

も
あ
り
評
判
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す
県

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事

業
」
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
藤
田
泉
さ
ん
�
（
松
原
町
松

岡
）
は
、「
こ
こ
へ
来
れ
ば
、
農
業
に
関

す
る
情
報
を
収
集
で
き
、
地
域
の
生
産

者
や
消
費
者
と
も
知
り
合
い
に
な
れ
ま

す
。
こ
の
場
所
が
、
市
民
と
農
家
、
学

生
の
交
流
拠
点
と
な
れ
ば
―
。
学
生
に

は
、
在
学
中
に
市
民
や
農
家
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
高
梁
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
今
後
は
、
消
費

者
と
農
家
、
学
生
が
交
流
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
企
画
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

学
生
メ
ン
バ
ー
の
中
辻
昌
志
さ
ん
�

（
大
阪
府
出
身
）＝
吉
備
国
際
大
学
政
策

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
環
境
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
２
年
＝
は
、「
商
店
街
の

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
。
ま
た
、
生
産

者
や
消
費
者
と
直
接
関
わ
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
思
い
や
流
通
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
都
市
部
で
は
な
か
な

か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
す
。
ほ
か
の
学
生
に
も
声
を

か
け
て
、
こ
の
会
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ぶ・らぶ・らの会

店内は旬な野菜と笑顔がいっぱい

ぶらっと、来てみられえ～
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私
の
好
き
な
言
葉
に
�O

n
e
fo
r
a
ll,A
ll
fo

r
o
n
e

�と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
直

訳
す
る
と
「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は
一
人
の
た
め
に
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
競
技

で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
月
号
で
紹

介
し
た
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
各
種

団
体
の
取
り
組
み
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
、
こ

の
言
葉
が
当
て
は
ま
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
活
動
が
地
域
を
輝
か
せ
、
地

域
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

が
輝
け
る
。一
人
で
は
限
界
の
あ
る
こ
と
で
も
、

地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
分
担
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
一
人
で
は
見

い
出
だ
せ
な
い
�
地
域
の
魅
力
�
を
発
見
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
Ｔ
・
Ｋ
）

オープンキャンパスに
　参加してみませんか！

編
集
後
記

　

う
か
ん
常
山
公
園
で
開
催
さ
れ

る
「
風
ぐ
る
ま
月
見
茶
会
」。

　

毎
年
、
中
秋
の
名
月
に
近
い
土

曜
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で

　

回
目
に
な
り
ま
す
。

１２
　

商
工
会
女
性
部
の
主
催
で
行
わ

れ
て
い
た
行
事
で
し
た
が
、
同
女

性
部
が
解
散
と
な
っ
た
た
め
、
せ

っ
か
く
の
恒
例
行
事
を
な
く
し
て

は
い
け
な
い
と
、
昨
年
か
ら
有
漢

町
観
光
協
会
が
引
き
継
い
で
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

秋
風
を
受
け
て
ゆ
る
や
か
に
回

る
石
の
風
ぐ
る
ま
の
下
で
、
抹
茶

を
味
わ
い
な
が
ら
、
名
月
を
観
賞

し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
琴
や
尺

八
の
演
奏
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

時
間
は
午
後
６
時
か
ら
午
後
８

時
半
ま
で
。
雨
天
の
場
合
は
、
会

場
が
常
山
交
流
セ
ン
タ
ー
に
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

お
茶
券（
和
菓
子
付
き
）は
、
前

売
り
券
５
０
０
円
、
当
日
券
６
０

０
円
。
前
売
り
券
は
有
漢
地
域
局

な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

　

「
ち
ょ
う
ど
石
の
風
ぐ
る
ま
の

後
ろ
に
月
が
昇
る
の
で
、
素
晴
ら

し
い
眺
め
に
な
り
ま
す
。
お
茶
を

楽
し
み
な
が
ら
月
を
眺
め
、
ゆ
っ

た
り
と
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
会
長
の
平
山
さ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
有
漢
町
観
光

協
会
事
務
局（
有
漢
地
域
局
産
業

建
設
課
内
）（
�
�
３
２
１
３
）ま

で
。

有漢町観光協会

会長　平山寿男さん�

風ぐるま月見茶会
伝言板
ままままままちちちちちちののののののまち の

　吉備国際大学・順正短期大学・順正高等看護専門学校では、オ

ープンキャンパス（学校見学会）を開催します。

　身近にありながら、なかなか講義や活動を目にすることができ

ない学園生活を体験してみませんか。

　また、“受験生”にとっては、将来を決める大事な時期です。大

学でどんなことを学ぶのか見学してみませんか。教授などが内容

を紹介します。もちろん受験生以外の参加も大歓迎です。

　家族・友だちと誘い合わせの上、ご参加ください。

９月２２日�

■問い合わせ

　高梁学園入試広報室（� 0120-25-9944）

　Ｅメール：koho@kiui.ac.jp

日　時：９月１７日（月）　午前１０時３０分～午後４時
受　付：吉備国際大学（3号館玄関前・6号館玄関前）

　　　　順正短期大学（9号館前）

　　　　順正高等看護専門学校（玄関前）

内　容：施設見学、学部・学科説明、ミニ講義、体験

　　　　コーナー、サークル紹介、個別相談、保護者

　　　　ガイダンス　など

※当日会場で、アンケートに協力していただいた人には、

　もれなく記念品をプレゼント。


